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親愛なる兄弟姉妹の皆様。 

  

四旬節は、わたしたちの信仰が活力を取り戻し、日々の不安や思い煩いの中で心を迷わす

ことのないよう、教会が母としての気遣いをもって、神の神秘を生活の中心にあらためて置

くようにわたしたちを招く季節です。 

 あらゆる回心の歩みは、みことばに触れていただき、従順な心でみことばを受け入れるこ

とによって始まります。それゆえ、神のことばのたまもの、わたしたちがそれを提供するも

てなしの場、そして神のことばがもたらす変容の間にはつながりがあります。ですから、四

旬節の旅路は、主のみ声に耳を傾け、キリストに従う決意を新たにするための貴重な機会と

なります。そのためにわたしたちは、キリストの受難と死と復活の神秘がなし遂げられたエ

ルサレムに上る道をキリストとともに歩むのです。 

 

耳を傾ける  

 

今年はまず第一に、〈耳を傾ける〉ことを通してみことばに場所を与えることの重要性に

注目したいと思います。なぜなら、進んで耳を傾ける態度は、他者との関係に入る決意を示

す第一のしるしだからです。 

 燃える柴からご自分をモーセに現された神ご自身が、耳を傾けることがご自身の存在の特

徴であることをお示しになっています。「わたしは、エジプトにいるわたしの民の苦しみを

つぶさに見、追い使う者のゆえに叫ぶ彼らの叫び声を聞いた」（出エジプト 3・7）。抑圧

された人々の叫びに耳を傾けることが解放の歴史の始まりです。主はこの解放の歴史にモー

セをかかわらせ、奴隷状態に置かれたご自身の子らに救いの道を開くためにモーセを遣わし

ます。人をかかわらせる神は、今日もそのみ心を震わせる思いをもってわたしたちに語られ

ます。そのため、典礼の中でみことばに耳を傾けることは、真の現実に耳を傾けることをわ

たしたちに教えます。聖書は、わたしたちの個人生活と社会生活の中に響く多くの声の中か

ら、苦しみと不正ゆえに上がる声を認識できるようにしてくれます。それにわたしたちは、

応答せずにはいられないようになるのです。このように耳を傾ける内的な態度をもつとは、

今日、神から、神〈と同じように〉耳を傾けることを学ばせていただくことです。そこから
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わたしたちは、「貧しい人々の状況が上げる叫び声が、人類の歴史を通じて、わたしたちの

生活、社会、政治・経済体制、とりわけ教会にたえず問いかける」（1）ことを認識します。 

 

断食する 

  

四旬節は耳を傾ける季節です。そうであれば、〈断食〉は、神のことばを受け入れる準備

となる具体的な実践です。実際、食べ物の節制は古来の修徳的な実践であり、回心の歩みに

不可欠なものです。断食は身体にかかわるものだからこそ、わたしたちが何に「飢え」てお

り、自分を支えるために何が本質的なものであるかを明らかにします。さらに断食は、「欲

求」を識別し秩序づけ、わたしたちをつねに義に飢え渇く者とし、諦めから解放し、祈りと

隣人への責任へと導くために役立ちます。聖アウグスティヌスは霊的な洞察をもって、次の

ように述べて、このように心を守ることのうちに見られる現在の時と未来の完成の間の緊張

を垣間見せてくれます。「地上の生活において義に飢え渇くのは人間の務めであるが、この

飢えが満たされるのは来世に属することである。天使はこのパンと食物によって満たされる。

しかし人間はそれに飢え、皆がそれを望んで手を伸ばす。このように望んで手を伸ばすこと

が、霊魂を広げ、その能力を拡張する」（2）からです。このような意味での断食は、欲求

を支配し、清め、より自由にすることを可能にするだけでなく、欲求を拡張して神に向け、

善を行うように方向づけます。 

 しかし、断食が福音的な真理を保ち、心を傲慢への誘惑から遠ざけるためには、それを信

仰と謙遜のうちに実践しなければなりません。断食は主との交わりに根ざしたものであるこ

とを必要とします。なぜなら、「神のことばを糧とすることを知らない人は、本当の意味で

断食しているとはいえない」（3）からです。断食は、恵みの支えによって罪と悪から離れ

ようとする内的な努力の目に見えるしるしとして、より節度のある生活様式を身に着けるた

めの他のかたちの自己放棄も含むものでなければなりません。なぜなら、「節制だけがキリ

スト教的生活を強め、真実なものとする」（4）からです。 

 そのためわたしは、きわめて具体的でありながらあまり評価されていない一つのかたちの

自制を行うように皆様を招きます。すなわち、隣人を攻撃し、傷つけることばを控えること

です。ことばの武装を取り除くことから始めようではありませんか。辛辣なことば、性急な

判断、その場におらず弁解できない人の悪口をいうこと、中傷することをやめようではあり

ませんか。むしろ、ことばを慎み、優しさをはぐくむことを学ぶために努力しようではあり

ませんか。家庭の中で、友人の間で、職場で、〈ソーシャルメディア〉において、政治的な

議論において、メディアにおいて、キリスト教共同体において。そうすれば、多くの憎しみ

のことばは希望と平和のことばに代わることでしょう。 

 

ともに 

  

最後に、四旬節は、みことばに耳を傾け、断食を行うことの共同体的な次元を明らかにし

ます。聖書もこのような側面をさまざまなしかたで強調しています。たとえばネヘミヤ記で

は、民が律法の書の朗読を聞くために集まり、断食を行って信仰告白と礼拝の準備をし、神

との契約を更新したことが語られます（ネヘミヤ 9・1－3 参照）。 

 同様に、わたしたちの小教区、家庭、教会のグループ、修道共同体も、四旬節に共同の歩

みを行うように招かれます。この共同の歩みの中で、神のことばと貧しい人々と大地の叫び

https://www.cbcj.catholic.jp/2026/02/16/36674/#note_1
https://www.cbcj.catholic.jp/2026/02/16/36674/#note_2
https://www.cbcj.catholic.jp/2026/02/16/36674/#note_3
https://www.cbcj.catholic.jp/2026/02/16/36674/#note_4
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に耳を傾けることは、共同生活の一つのかたちとなり、断食が心からの悔い改めを支えます。

このような文脈において、回心は、一人ひとりの良心にかかわるだけでなく、人間関係のあ

り方、対話の質、現実からも問い直され、教会共同体においても正義と和解に飢え渇く人類

においても真の欲求を方向づけるもの、それを見いだす能力にもかかわります。 

 親愛なる友人の皆様。神ともっとも貧しい人々にいっそう耳を傾けることができるように、

四旬節の恵みを願い求めようではありませんか。人を傷つけることばを減らし、他者の声の

ための場所を広げることによって、ことばにおいても行う断食の力を求めようではありませ

んか。そして、わたしたちの共同体が、苦しむ人々の叫びを受け入れ、耳を傾けることで解

放の歩みを生み出し、愛の文明を築くことに役立つように進んで努めるものとなるように、

努力しようではありませんか。 

  

皆様と皆様の四旬節の歩みを心から祝福します。 

  

バチカンにて、2026 年 2 月 5 日 聖アガタおとめ殉教者の記念日 

教皇レオ十四世 

（カトリック中央協議会Ｈｐより） 

 

注 

1.  教皇レオ十四世使徒的勧告『わたしはあなたを愛している――貧しい人々への愛について（2025

年 10 月 4 日）』9（Dilexi te）。 

2.  聖アウグスティヌス『断食の効用について』（De utilitate ieiunii, 1, 1）。 

3.  教皇ベネディクト十六世「一般謁見（2011 年 3 月 9 日）」。 

4. 教皇聖パウロ六世「一般謁見（1978 年 2月 8 日）」。 

 

 

四
し

旬
じゅん

節
せつ

愛
あい

の献金
けんきん

 

 

 教皇は毎年、四旬節に向けてメッセージを発表し、キリストを信じるすべての人が四旬節

の精神をよく理解して、回心と愛のわざに励むよう呼びかけます。この呼びかけにこたえて

日本のカトリック教会は、虐げられ、差別され、見捨てられ、いのちの危機にさらされてい

る人たちとの共感を大切にするよう一人ひとりに訴えるとともに、四旬節中の「愛の献金」

を奨励しています。この「愛の献金」は、カリタスジャパンを通して海外諸国と日本各地に

送られ、難民や孤児、そして、貧困、失業、飢餓などに苦しむ多くの人々のいのちを守るた

めに、また彼らの自立を助けるために使われます。 

 

 

 

 

 

 

https://www.cbcj.catholic.jp/publish/dilexi-te/
https://www.cbcj.catholic.jp/publish/dilexi-te/
https://www.cbcj.catholic.jp/2011/03/09/8162/
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1 教会
きょうかい

委員会
いいんかい

  

3 月 8 日（日）11：45～ サンタルチア講堂
こうどう

にて教会
きょうかい

委員会
いいんかい

が行
おこな

われます。 

※当日
とうじつ

参加
さ ん か

できない場合
ば あ い

は、代理
だ い り

の方
かた

に出
しゅっ

席
せき

をお願
お

いしてください。 

 

２ 四
し

旬
じゅん

節
せつ

黙想会
もくそうかい

 

３月 7 日（土）10：00～ 四
し

旬
じゅん

節
せつ

黙想会
もくそうかい

を甲府
こ う ふ

教会
きょうかい

聖堂
せいどう

にて行
おこな

います。 

指導
し ど う

神父
し ん ぷ

様
さま

：オノレ・カブンディ神父
し ん ぷ

様
さま

（オリエンス宗 教
しゅうきょう

研究所
けんきゅうしょ

所長
しょちょう

、淳
じゅん

心会
しんかい

司祭
し さ い

） 

 

３ 交
まじ

わりの会
かい

 ミーティング 

3 月1 日（日）11：45 ～ 外国語
がいこくご

信徒
しんと

とのミーティング行
おこな

います。外国語
がいこくご

グルー

プリーダーと関係者
かんけいしゃ

は、ご出席
しゅっせき

をお願
ねが

いいたします。 

 

４ 帰天
きてん

のおしらせ 

塩山教会所属のマリア中山美子さん（93歳）が２月６日（金）に帰天されました。 

マリア中山さんの在りし日を忍び、永遠の安息をお祈り致しましょう。 

 

各委員会
かくいいんかい

の日程
にってい

   

女性会
じょせいかい

        3 月 １日（日）     １１：４５ ～ ドミニコの部屋
へ や

 

きずなの会
かい

     3 月 11 日（水）    １０：００ ～ センターホール 

地域
ち い き

福祉
ふ く し

委員会
いいんかい

   3 月 15 日（日）     １１：４５ ～ センターホール  

典礼
てんれい

委員会
いいんかい

      3 月 21 日（土）      9：３０ ～ センターホール 

 広報
こうほう

委員会
いいんかい

     3 月 29 日（日）     １１：４５ ～ センターホール 

 聖歌隊
せいかたい

        3 月 8 日 1５日２２日   ９：００ ～ 聖堂
せいどう

 

 

 

聖
せい

ヨセフの日
ひ

（3 月 19 日） 

ヨセフへの崇敬の最も古い記録 8～9 世紀にエジプトのコプト教会のもので、6 月 20 日に記念し

ていました。その後もヨセフへの崇敬は断片的に記録され、12 世紀に現在と同じ 3 月 19 日に記念

するようになりました。これは、東方に遠征した十字軍が、ナザレにヨセフをたたえて教会堂を建

てたことと関連しています。そして、フランシスコ会のシエナのベルナルディノ（1380～1444

年）がとくに熱心にヨセフへの崇敬を広めたことで定着しました。その後、教皇シクスト 6 世（在

位 1471～1484 年）が全教会に聖ヨセフの記念を広め、教皇グレゴリオ 15 世（在位 1621～

1623 年）が 1621 年に義務の記念日と定めました。 
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四
し

旬
じゅん

節
せつ

黙想会
もくそうかい

についてのお知
し

らせ 

 
 

四
し

旬
じゅん

節
せつ

黙想会
もくそうかい

を指導
し ど う

してくださるのは、私
わたし

たちが毎週
まいしゅう

ミサでお世話
せ わ

になっている

「聖書
せいしょ

と典礼
てんれい

」を発行
はっこう

しているオリエンス宗 教
しゅうきょう

研究所
けんきゅうしょ

の所長
しょちょう

でいらっしゃいますオノ

レ・カブンディ神父
し ん ぷ

様
さま

です。オノレ神父
し ん ぷ

様
さま

は、コンゴ出身
しゅっしん

で、現在
げんざい

、淳
じゅん

心会
しんかい

司祭
し さ い

・修道
しゅうどう

院長
いんちょう

であり、また東京
とうきょう

レジア指導
し ど う

司祭
し さ い

、白百合
し ら ゆ り

女子
じ ょ し

大学
だいがく

と清泉
せいせん

女子
じ ょ し

大学
だいがく

非常勤
ひじょうきん

講師
こ う し

をしていら

っしゃいます。 

四
し

旬
じゅん

節
せつ

黙想会
もくそうかい

の指導
し ど う

司祭
し さ い

としてお願
ねが

いしたときも、様々
さまざま

な教会
きょうかい

に黙想会
もくそうかい

の指導
し ど う

司祭
し さ い

と

しておいでになることが決
き

まっており、唯一
ゆいいつ

、神様
かみさま

の御心
みこころ

で３月７日（土）だけが空
あ

いてお

り、そこで甲府
こ う ふ

教会
きょうかい

の指導
し ど う

をお願
ねが

いすることができました。 

貴重
きちょう

な機会
き か い

ですので、皆様
みなさま

、是非
ぜ ひ

、ご参加
さ ん か

ください。 

記
き

 

１． 日時
に ち じ

：202６年３月７日（土） 午前
ご ぜ ん

１０時
じ

～ 

２． 会場
かいじょう

：甲府
こ う ふ

カトリック
か と り っ く

教会
きょうかい

 聖堂
せいどう

 

３． 指導
し ど う

神父
し ん ぷ

様
さま

：オノレ・カブンディ神父
し ん ぷ

様
さま

（オリエンス宗 教
しゅうきょう

研究所
けんきゅうしょ

所長
しょちょう

、淳
じゅん

心会
しんかい

司祭
し さ い

・修道
しゅうどう

院長
いんちょう

、東京
とうきょう

レジア指導
し ど う

司祭
し さ い

、白百合
し ら ゆ り

女子
じ ょ し

大学
だいがく

と清泉
せいせん

女子
じ ょ し

大学
だいがく

非常勤
ひじょうきん

講師
こ う し

） 

４． 黙想会
もくそうかい

のテーマ：『キリストの受難
じゅなん

と人生
じんせい

における苦
くる

しみの問題
もんだい

』 

５． 日程
にってい

 

(1) 第一
だいいち

講話
こ う わ

：１０時００分～１１時００分 

(2) 黙想
もくそう

時間
じ か ん

：１１時００分～１１時３０分 

(3) ゆるしの秘跡
ひ せ き

：１１時３０分～１２時１５分 

(4) 昼 食
ちゅうしょく

：１２時１５分～１３時１５分 

(5) ミサ：第二
だ い に

講話
こ う わ

（説教
せっきょう

の中
なか

で）１３時１５分～ 

６． 対象者
たいしょうしゃ

：甲府
こ う ふ

教会
きょうかい

信徒
し ん と

、他
た

教会
きょうかい

信徒
し ん と

、洗礼
せんれい

志願者
しがんしゃ

 

７． 持
も

ち物
もの

：簡単
かんたん

な昼 食
ちゅうしょく

 （センター１階
かい

ホールでお茶
ちゃ

をお出
だ

しします） 

８． 参加
さ ん か

申込
もうしこみ

期限
き げ ん

及
およ

び方法
ほうほう

 

(1) 期限
き げ ん

：２０２６年３月１日（日） 

(2) 申込
もうしこみ

方法
ほうほう

 

センター掲示板
けいじばん

の申込
もうしこみ

用紙
よ う し

にご記名
き め い

ください。 



2026 年 3 月             教会だより                No782 

 

 
６ 

 

※ 4 月 3 日 初金
はつきん

ミサは、お休
やす

みです。 

３月 １日（日） 四
し

旬
じゅん

節
せつ

第
だい

2主
しゅ

日
じつ

 

１０：３０ 

１４：００ 

ミサ  

 

英語
え い ご

ミサ （English） 

３月 ７日（土） 四
し

旬
じゅん

節
せつ

黙想会
もくそうかい

 １０：００ 
指導
し ど う

神父
し ん ぷ

様
さま

 

オノレ・カブンディ神父
し ん ぷ

様
さま

 

３月 ８日（日） 四
し

旬
じゅん

節
せつ

第
だい

3主
しゅ

日
じつ

 

１０：３０ 

１１：４５ 

１３：００ 

１５：００ 

ミサ 

 

教会
きょうかい

委員会
いいんかい

 

 

ベトナム語
ご

ミサ（tiếng Việt） 

 

ポルトガル語
ご

ミサ（Português） 

３月１５日（日） 四
し

旬
じゅん

節
せつ

第
だい

4主
しゅ

日
じつ

 

１０：３０  

１２：３０  

ミサ  

 

韓国語
かんこくご

ミサ （한국어） 

３月２２日（日） 四
し

旬
じゅん

節
せつ

第
だい

5主
しゅ

日
じつ

 １０：３０  ミサ 

３月２９日（日） 受難
じゅなん

の主
しゅ

日
じつ

 １０：３０ ミサ（子
こ

ども） 

４月 ２日（木） 
聖
せい

木曜日
もくようび

 

（主
しゅ

の晩餐
ばんさん

） 
１9：００ ミサ  

４月 ３日（金） 
聖
せい

金曜日
きんようび

 

（主
しゅ

の受難
じゅなん

） 
１9：００ ミサ  

４月 ４日（土） 
聖
せい

土曜日
ど よ う び

 

復活
ふっかつ

徹夜
て つ や

祭
さい

 
１9：００ ミサ  

４月 ５日（日） 復活
ふっかつ

の主
しゅ

日
じつ

 １０：３０  ミサ  


